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　会員の皆様におかれまし
ては、益々のご健勝にてご
活躍のこととお慶び申し上
げます。お陰様にて埼玉県
放射線技師会（以下本会と
いう）は、60周年を迎える
ことができました。これも
先輩諸氏ならびに会員の皆
様、そして関係各位の御支

援の賜物と深く感謝申し上げます。
　昭和26年11月、わずか18名の会員でスタートした本
会は、現在1,187名の会員数を得て全国8番目の放射線
技師会に成長しました。平成13年12月9日に創立50周
年記念祝賀会を関係者および会員の皆様と盛大にお祝
いしてから早10年、時の流れの速さを痛感しています。
　さて、この平成13年から平成22年度までの10年間、
いろいろなことがありましたが、やはり一番大きなこ
とは、日本放射線技師会との関わり合いではないで
しょうか。本会の上部組織である日本放射線技師会は、
30年の長きにわたって一人の指導者に頼りきり、自ら
考えることを必要としなかったのです。その中で登場
した新執行部は、我々の想像する範囲を超えて事業を
展開してきました。皆が口をつぐむ中で、本会は全国
へ問題点を発信し、そして会長を立て、会長選挙に挑
みました。異常な総会運営や選挙により成就しません
でしたが、地方技師会のほとんどが真実を知ることが
できない状態で、本会は情報発信を続け、多くの中傷
や批判も受けました。しかし、この行動は今省みても
誇って良いことと思います。
　本会の活動に目を向ければ、まず活動は「人」と
いう認識から、絶えず新しい人材を投入して、「技師
会」という硬直化した考え方を常に打破してきまし
た。本会の活動を理事会と委員会そして地区活動と
位置付け、理事会では議案や報告の事前提出を義務
付け、議案の正当性を検討し、理事会前にはメール
にて資料を配信し、年間約90件の議案を審議承認し
てきました。生涯教育は職能団体が実行すべき一番
の事業です。そしてこの事業は埼玉のみでなく日本
放射線技師会と連携して、日本中で同じ内容で実施
継続されなければなりませんが、過去においては連
携の不十分さや内容の違いから、本会独自の内容で
施行せざるをえませんでした。しかし、ようやく日

本中で共通化した生涯教育が始まりました。そして
この生涯教育システムを技師会という枠に押さえ込
むのではなく、診療放射線技師が関係する全ての組
織を巻き込み、診療放射線技師全員がスキルアップ
し、患者に貢献し、医療に貢献し、社会的な責任を
果たせねばなりません。この意味で本会の活動は、
窓口の広い運営をしていると自負しております。そ
して、ここ数年にわたって活動してきた公益社団法
人への移行も最終局面を迎えてきました。公益社団
法人は、本会をステップアップさせる大きなハード
ルという認識から早期より挑戦してきましたが、課
題も多く、法人の運用には会員の皆様の御理解をお
願いしたい。その中で法人名について、冠に「診療」
をつけて診療放射線技師会とします。技師法などに
も、「診療」がついている現状に対して、永らく向か
い合わなかった反省と、より臨床的な医療従事者と
いう意識づけを図るのが目的です。
　終わりは始まりと言われ、通過点にすぎません。
目先のことに追われて、中長期的検討がなされない
とガス欠となってしまいます。今年、日本放射線技
師会では診療放射線技師業務実態調査を実施し、い
わゆるグレーゾーンのところを明確にする姿勢を示
しています。グレーゾーンとは、診療放射線技師と
して日常実施している施設が多い下部消化管検査に
おけるカテーテル挿入や、造影剤注射針の抜針など
の業務であり、何十年も前から問題となっていたは
ずですが、我々の中でもその認識がなかった、ある
いは「法律が変わらないと無理」と投げていました。
現在の狭義の法律的解釈では問題点を指摘されます
が、診療放射線技師が安心して、医療に取り組める
よう願います。
　さて将来にわたって「診療放射線技師は生き残れ
るか」ですが、個々がその認識を持って努力を続け
ていけば大丈夫だと思います。何を企画しても顔ぶ
れはいつも同じ。何もしない人は何もしないという
現実もありますが、少なくとも職場のリーダーとな
る人は、技師会活動に参加し、技師会と職場のリー
ダーがお互いに成長するようにならなければ明日は
ありません。「一歩先を行く放射線技師会」という目
標は達成できたのでしょうか。
（会員数は平成23年3月31日現在）

（社）埼玉県放射線技師会
会　長　小　川　　　清

創立 60 周年を迎えて
―放射線技師会から診療放射線技師会へ―


